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Japan has been changed in view of internationalization of the economy and the rise of 
developing countries. This change shakes up the Japanese traditional lifetime employ 
system. Non-regular employment accounts 30 % of employment in Japanese society now. 
Universities in Japan must revise carrier education and raise undergraduates as professional 
carrier to survive. 
We investigated the carrier education from elementary school to high school to reform 
carrier education in higher education. We developed a questionnaire for freshman. This asks 
students’ past carrier education and their consciousness about the education. As a result of 
the investigation, we found out followings. 
1) In 2008 of the revision of curriculum guidelines, the enhancement of carrier 
education in elementary school and middle school was stressed. 
2) School education developed systematic carrier education from elementary school 
and high school based of the revision. A workplace experience as experience learning in 
junior high school was one of them. 
3) Students who could decide their course when they were in high school had already 
considered their carrier in their elementary school and junior high school days.  
4) Even though they developed carrier consciousness earlier, 80 % of them feel 
insecure about their future carrier. They demand carrier counselor and specialist advice.  
5) Some students wish to work local area in accordance with one's parents' wishes. 
These results suggested the need to let students recognize that education in university is 
carrier education. Moreover, it suggested that it is important to establish flexible carrier 
support system which can be free to modify the system to suit students’ and social needs. 
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表 1  将来の職業を考え始めた時期         
人数[人] 割合[％]
A 小学校時代 127 23.1
B 中学校時代 124 22.6
C 高校時代 219 39.9
D 大学入学後 79 14.4
計 549 100  
 
表 2  職業を考え始めたきっかけ 
人数[人] 割合[％]
A 学校の授業 130 23.8
B 両親等との会話 161 29.5
C 友人との会話 42 7.7
D その他 213 39
計 546 100  
 
表 3  中、高校時代の職場訪問、職場体験の有無 
人数[人] 割合[％]
A 共に経験がある 206 37.7
B 職場訪問はある 42 7.7
C 職場体験はある 233 42.6
D 共にない 66 12.1
計 547 100  
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表 4  高校時代に職業を決めていたか 
人数[人] 割合[％]
A 明確に決めていた 112 20.4
B 大体決めていた 219 39.9
C あまり決めていなかった 140 25.5
D 全く決めていなかった 78 14.2
計 549 100  
 
表 5  将来の職業で大学、学部選択をしたか 
人数[人] 割合[％]
A 明確に決めて選んだ 189 34.5
B 大まかに決めて選んだ 259 47.3
C 何とも思わずに決めた 69 12.6
D 進路指導で決めた 31 5.7
計 548 100  
 
表 6  職業選択に影響を与えた人は？ 
人数[人] 割合[％]
A 両親 176 32.1
B 学校の先生 121 22.1
C その他 69 12.6
D 存在しない 182 33.2
計 548 100  
 
表 7  影響を受けた時期は？ 
人数[人] 割合[％]
A 小学生 80 15.7
B 中学生 97 19.0
C 高校生 262 51.4
D 大学生 71 13.9
計 510 100  
 
表 8  将来の職業に不安はあるか 
人数[人] 割合[％]
A 大いに不安がある 149 27.1
B 不安がある 290 52.8
C 不安は余りない 91 16.6
D 不安は全くない 19 3.5
計 549 100  
 
表 9  どのような不安か 
人数[人] 割合[％]
A 思った職があるか 175 32.2
B 就職試験にパスする 289 53.2
C 地元で就職できるか 44 8.1
D 給料のこと 35 6.4
計 543 100  
 
表 10 教養教育は就職に有効である 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 20 3.7
B そう思う 260 47.7
C そう思わない 212 38.9
D 全くそう思わない 53 9.7
計 545 100  
表 11 専門教育は就職に有効である 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 173 31.7
B そう思う 302 55.3
C そう思わない 53 9.7
D 全くそう思わない 18 3.3
計 546 100  
 
表 12 就職相談の場を設置するべき 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 136 24.8
B そう思う 374 68.1
C そう思わない 32 5.8
D 全くそう思わない 7 1.3
計 549 100  
 
表 13 就職相談をする専門員が存在すべき 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 125 22.8
B そう思う 369 67.2
C そう思わない 47 8.6
D 全くそう思わない 8 1.5
計 549 100  
 
表 14 キャリアを考える授業を多くすべき 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 72 13.1
B そう思う 327 59.7
C そう思わない 134 24.5
D 全くそう思わない 15 2.7
計 548 100  
 
表 15 在学中にインターンシップを行いたい 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 118 21.5
B そう思う 273 49.7
C そう思わない 130 23.7
D 全くそう思わない 28 5.1
計 549 100  
 
表 16 就職に有利なように英語力を高めたい 
人数[人] 割合[％]
A 強くそう思う 191 34.8
B そう思う 277 50.5
C そう思わない 72 13.1
D 全くそう思わない 9 1.6
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ることが分かる。また、彼らの大学までのキャリ



















































































長崎大学 大学教育イノベーションセンター紀要 第 5号 


































   
	   
	
   
	   
	
   
	   
	
   
	   
	
   



























































―  ― 35
育を希望している』ことも言える（10％の有意水
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問 1 あなたが将来の職業を考え始めたのは、いつですか。 
A 小学校時代   B 中学校時代  C 高校時代    D 大学入学後 
 
問 2 職業を考え始めたのは、何がきっかけですか。 
A 学校の授業   B 両親等との会話  C 友人との会話  D その他 
 
問 3 中・高校時代に、職場訪問や職場体験の経験はありますか。 
A 共に経験がある  B 職場訪問はある C 職場体験はある  D 共にない 
 
問 4 高校時代に就きたい職業を決めていましたか。 
A 明確に決めていた    B 大体決めていた  C あまり決めていなかった D 全く決めていなかった 
 
問 5 将来の職業を想定して大学の学部を選びましたか。 
A 明確に決めて選んだ   B 大まかに決めて選んだ  C 何とも思わずに決めた  D 進路指導で決めた 
 
問 6 あなたが就きたい職業を考えるにあたって、最も影響を与えた人は誰ですか。 
A 両親 B 学校の先生 C その他（記述解答欄に記入） D 存在しない 
 
問 7 また、それはいつ頃ですか。 
A 小学生 B 中学生 C 高校生 D 大学生 
 
問 8 将来の職業について不安がありますか。 
A 大いに不安がある B 不安がある  C 不安は余りない  D 不安は全くない 
 
問 9 どのような不安ですか（一番大きな不安を選んでください） 
A 思った職があるか  B 就職試験にパスするか  C 地元で就職できるか D 給料のこと 
 
問 10 日本の産業別就業者数において、一番高い産業は何ですか。 
A 一次産業（農業等）    B 二次産業（製造業）  C 三次産業（サービス業） D わからない 
 
問 11 大学卒業者が一番多く就職するのは、どのような職場ですか。 
A 専門性を生かす職場 B 事務を行う職場  C 販売を行う職場     D わからない 
 
問 12 日本の企業において、非正規従業員は何割ですか。 
A 約 1 割 B 約 3 割 C 約 4 割 D わからない 
 
問 13 企業が新卒者を採用するにあたって、最も重視することは何ですか。 
A 問題解決力 B 協調性 C 行動力 D 熱意・意欲 
 
問 14 大学の教養教育は就職に有効である。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 15 大学の専門教育は、就職に有効である。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 16 大学には、就職のことを相談する場（センターや窓口）が設置されるべきである。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
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問 17 大学には就職のことを相談する専門の職員が存在すべきである。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 18 大学のカリキュラムにキャリアを考える授業を多くすべきである。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 19 インターンシップを在学中に行いたい。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 20 就職に有利なように英語力を高めたい。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 21 国際性豊かなグローバル企業で働きたい。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 22 大学で学修したのだから、職場はそんなに苦労しなくても見つかる。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 23 自分が生まれ育った地元で就職したい。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 24 就職する以上は、早く課長や部長といった上のポストに就きたい。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 25 大企業よりも自分が生かせる小さな企業が良い。 
A 強くそう思う  B そう思う  C そう思わない  D 全くそう思わない 
 
問 26 家庭を持つ 40 歳代にはどのくらいの月給を望みますか。 
A 30 万円  B 40 万円  C 50 万円  D 50 万円以上 
 
（a）理想のキャリアに向けて、自分のどの能力を伸ばしたいですか。 
 
 
 
（ｂ）（a）のために、行っているあるいは、行おうとしていることは何ですか。 
 
 
 
（ｃ）具体的にどのような職業に就きたいですか。 
 
 
 
（ｄ）キャリア開拓に関して、大学に希望することは何ですか。 
 
 
 
（ｅ）キャリア開拓に関して、社会に希望することは何ですか。 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
